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③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

点

期限内に提出していない場合:-50点

⑤短時間勤務に係る労働条件

⑥時差出勤制度に係る労働条件

○ 点

1事例以上ある場合:10点

○

○

5 点
（※）８項目の合計点に応じた点数 （注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点

様式２－１

令和６

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 ここのわ古淵 事業所番号 1412606384

住　所 神奈川県相模原市南区古淵3ｰ18ｰ6 管理者名 山﨑　圭太

電話番号 042ｰ705ｰ1745 対象年度 令和5年度

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

65

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

15

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満 ③視察・実習の実施又は受け入れ

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満 　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満 ④販路拡大の商談会等への参加

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点 ⑤職員の人事評価制度

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

　

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に
支払う賃金の総額以上

○

60

⑥ピアサポーターの配置

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年
度における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

　 　　　ピアサポーターを職員として配置している ○

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収
支のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
⑦第三者評価

　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動
収支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年
度における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に
支払う賃金の総額未満

　
小計（注2）

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等
での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をイン
ターネット等により公表している

○ 10①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

15

　　　　　就業規則等で定めている

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画の
提出を求められているが、指定された期日までに提出している。

○ 0　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び能
力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載した
報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法により公表し
ている。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

175
／２００点

利用者の知
識・能力向上

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

　　　　　就業規則等で定めている

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目



前年度（令和５年度）

時間 人 時間

　 会計期間（　4月～　3月）

前々々年度（　　3年度）

円 円 円

前々年度（　　4年度）

円 円 円

前年度　（　　5年度）

円 円 円

前年度（令和５年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を

定めている 定めている 定めている

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を

を定めている 定めている

前年度（令和５年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※研修、学会等名 ※先進的事業者名

　  実施日 9 月 6 日  実施日/ 参加者数 6 月 6 日 12 人

※研修名 令和5年度神奈川県障がい者虐待防止・権利擁護研修 ※学会誌等名 ※他の事業所名

 研修講師　公益社団法人かながわ福祉サービス振興会  掲載日 月 日  実施日/ 参加者数 6 月 6 日 12 人

  実施日・受講者数 1 月 30 日 1 人  発表テーマ

◎販路拡大の商談会や展示会等へ１回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

※商談会等名 相模原市内企業講演会×交流会 人事評価制度の制定日 年 月 日 　を受講している

 主催者名 相模原市商工会議所 工業部会 人事評価制度の対象職員数 名 ※配置期間　　４月　１日～　３月　３１日

 日時　令和5年 7月 27日 18:30～19:30 うち昇給・昇格を行った者 名  就業時間　　７：３０～１６：３０

 内容 講演「世界へ挑み続けるメーカーへの軌跡」 当該人事評価制度の周知方法  職務内容 利用者の生活支援・面談

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント

　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 月 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　

 第三者評価機関  規格等の内容

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、

　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 年 月 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

雇用契約を締結していた全ての
利用者における延べ労働時間

２４２１７：５５
雇用契約を締結していた延
べ利用者数

4,482
利用者の１日の平
均労働時間数

5:24

（Ⅱ）生産活動

生産活動収入から経費
を除いた額

6,283,279
利用者に支払った賃金
総額

6,056,033 収支 227,246

23,077

生産活動収入から経費
を除いた額

25,652,437
利用者に支払った賃金
総額

18,201,263 収支 7,451,174

生産活動収入から経費
を除いた額

27,286,870
利用者に支払った賃金
総額

27,263,793 収支

（Ⅲ）多様な働き方

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

（Ⅳ）　支援力向上

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

（Ⅵ）　経営改善計画

神奈川県就労継続支援A型事業所連絡会

事例発表会

社会福祉法人オリーブの樹

ビーアシスト株式会社

　講師：(株)向洋技研代表 甲斐美利 氏



令和６ 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

<課題点>

①連携した結果に対する意見または評価

②今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ここのわ古淵

住 所 神奈川県相模原市南区古淵3ｰ18ｰ6

1412606384

山﨑 圭太

令和5年度電話番号 042ｰ705-1745

連携先企業名 株式会社三和 麻溝台物流センター 担当者名 斎藤様

必要な時間帯に一生懸命働いてくれており、大変助かっております。又、支援員の方々はスタッフへの愛情を
持って接しており、スタッフの方もそれに応えていると感じております。私たちにも屈託のない笑顔で挨拶を
していただき、お互いに協力し、ともに成果をあげていく事が出来ると感じております。

柔軟な対応ができるスタッフが増え、少し早い時間や少し遅い時間帯の対応ができるようになると助かります。

活動場所:神奈川県相模原市南区麻溝台3ｰ4ｰ11
実施日程:令和5年4月～令和6年3月 8:00～15:00
実施した生産活動
①カゴの整理…トラックから降ろされた台車で運ばれてきた空カゴを
取り、所定の場所に戻します。
②農産…三和職員と共に所定のパックやビニール袋等へ野菜を詰め、
出荷の準備を一緒に行っています。
③洗浄…配送で使って戻ってきたカゴを洗浄機を使って洗い、再びき
れいな状態で使える準備をしています。
利用者数 18名

三和物流センターの社員様と同じ空間で作業をさせてもらうことで、
動きの質やコミュニケーションの重要性を肌で感じてもらうことがで
きました。それぞれの作業で目的と目標をもって取り組んでいる利用
者様でいっぱいです。

外での作業が多かった為、気候の変化に対応できない時もありまし
た。年間を通じての体調管理の難しさを感じました。

連携先の企業等の意見または評価

三和物流センターの正社員を育成することが目的です。
三和物流センターの社員様と同じ空間で作業をさせてもらうことで動
きの質やコミュニケーションの重要性を肌で感じてもらい、常に高い
目標を持って作業に励んでもらっています。

様式１

カゴの整理 ミニトマトパック詰め

カ

ゴ

の

洗



令和６ 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
① 障がい者ピアサポート研修

②

③

④ 利用者2名及び生活支援員1名参加

＜目的＞

＜成果＞

〇自分にはない意見等もあり、面白かった。様々な観点から勉強にもなりました。ありがとうございました。

〇ピアサポートをしていく上で、自身のレジリエンス力を高め、睡眠時間を取りストレスコーピングをしていくことが大事

だとわかりました。今回の研修を受けて、あいさつの大切さや声掛けや何気ない会話などで場の雰囲気を良くし、相談しや

すい空気を作ることが大事だと学ぶことができました。

住 所 神奈川県相模原市南区古淵3ｰ18ｰ6 管理者名 山﨑 圭太

連携先企業（担当者） 主催:神奈川県就労継続支援A型事業所連絡会、 共催:NPO法人就労継続支援A型事業所全国協議会、
研修実施施設:NPO法人Peer Do、 後援:神奈川県

利用者からの意見・評価

電話番号 042ｰ705-1745 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

令和6年2月17日(土)10:00～18:00、
18日(日)9:30から18:20、24日(土)9:00～12:00

第１７回『障がい者ピアサポート研修』
２日目の研修終了後ここのわ参加メンバー記念写真

＜令和６年２月１８日(日)＞

研修会場にて

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ここのわ古淵 事業所番号 1412606384

【講師紹介】桑原博美様 ＜NPO法人Peer Do副理事⾧＞ 川田祐一様 ＜障害者ドットコム代表/大阪医専講師＞

・2月実施は年度末でもあり、参加しにくさがあったようだ。そこで令和6年度は参加人数もしぼり、11月くらいに開催し
ようと考えている。

障がい者が障がい者のサポートをする研修である。参加者の障が
い程度は様々あるが、ほんのわずかな支援活動ができることは自
分の障がいと向き合うことにもつながる。そこから更に自分自身
が発展し障害の一つの壁を克服することにもつながると考えた。

・グループ研修ー自己研修ーグループ研修ー全体報告
・ZOOM研修ー自己研修ーグループ研修ー全体報告

・人前で話すことも難しい参加利用者が、グループ内で発言したり全体
発表をすることができたりしたことは、大変有意義なものになってい
た。また参加方法も事前に父親と練習してからの参加者もいた。行動範
囲の拡張に繋がっていく。
・真の目的である『ピアサポーター育成』には至っていない。研修受講
後の利用者をどのように生かし行くかは大きな課題となっている。

＜会場＞神奈川県かながわ労働プラザ
エルプラザ4階 第3会議室

神奈川県横浜市中区寿町1丁目４

様式２


